
（
宮
城
登
委
員
長
）は
５
日
、

「
学
力
テ
ス
ト
結
果
＝
『
数

値
』
が
す
べ
て
の
教
育
政
策

は
や
め
、
子
ど
も
の
人
間
の

尊
厳
を
守
る
教
育
を
」
と
の

見
解
を
発
表
し
ま
し
た（
別

項
に
宮
城
委
員
長
の
談
話
）。

　

新
日
本
婦
人
の
会
大
阪
府

本
部（
杉
本
和
会
長
）
は
、

「
大
阪
市
長
の
『
賞
与
に
学

力
調
査
反
映
』
発
言
に
強
く

抗
議
し
、
撤
回
を
求
め
ま

す
」
と
し
た
抗
議
文
を
、
吉

村
市
長
宛
て
に
提
出
し
ま
し

た
。
教
育
評
論
家
の
尾
木
直

樹
さ
ん
も
自
身
の
ブ
ロ
グ

で
、「
二
重
三
十
の
愚
策
」

　

学
力
テ
ス
ト
は
、
小
学
６

年
生
と
中
学
３
年
生
を
対
象

に
実
施
。
吉
村
市
長
は
、

「
中
学
校
の
平
均
正
答
率
合

計
を
０
・
03
ポ
イ
ン
ト
向
上

さ
せ
る
」
な
ど
、
数
値
目
標

を
各
学
校
に
設
定
さ
せ
、
来

年
度
か
ら
、
達
成
結
果
を
教

員
の
「
勤
勉
手
当
」（
ボ
ー
ナ

ス
）や
「
校
長
経
営
戦
略
予

算
」
な
ど
の
増
減
に
反
映
さ

せ
る
こ
と
を
検
討
す
る
と
し

て
い
ま
す
。
今
後
、
市
長
と

教
育
委
員
会
で
構
成
さ
れ
る

総
合
教
育
会
議
で
協
議
さ
れ

る
予
定
で
す
。

　

大
阪
市
学
校
教
職
員
組
合

て
き
た
１
人
の
市
民
が
、
方

針
撤
回
を
求
め
た
署
名
を
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
呼
び
掛

員
に
対
し
て
は
、
今
年
度
か

ら
の
人
事
評
価
制
度
「
目
標

管
理
シ
ー
ト
」
に
、「
国
語

の
正
答
率
を
大
阪
市
平
均
以

上
に
す
る
」
な
ど
の
「
数
値

目
標
」
を
必
ず
書
く
こ
と
を

求
め
大
問
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

そ
し
て
、
今
回
、
全
国
学

テ
の
結
果
で
ボ
ー
ナ
ス
の
額

や
校
長
経
営
戦
略
予
算
を
増

減
さ
せ
る
こ
と
を
提
案
し
ま

し
た
。「
万
年
べ
っ
た
を
ど

う
改
善
す
る
か
。
意
識
を
変

え
る
だ
け
で
成
績
は
上
が

る
」
と
、
自
ら
「
主
観
的
」

と
認
め
な
が
ら
「
意
識
改

革
」
を
求
め
て
い
ま
す
。

　

教
員
、
子
ど
も
を
点
数
競

争
に
追
い
込
み
教
育
を
一
層

歪
め
る
も
の
で
す
。「
子
ど

も
を
皆
、
モ
ノ
の
よ
う
に
扱

っ
て
、
数
値
の
中
で
束
に
し

て
し
ま
う
」（
教
育
学
者
・
太

田
堯
）全
国
学
テ
。
究
極
の

悪
用
が
吉
村
洋
文
大
阪
市
長

の
提
案
で
す
。

　

同
時
に
示
さ
れ
た
方
針
も

重
大
で
、
教
育
委
員
会
事
務

局
４
ブ
ロ
ッ
ク
化
は
都
構
想

の
地
な
ら
し
と
も
い
え
る
も

の
で
、
中
高
一
貫
教
育
校
の

「
特
別
進
学
中
学
校
」
は
中

学
校
受
験
競
争
を
煽
る
も
の

で
、
公
教
育
で
行
う
べ
き
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

維
新
市
政
は
、
大
阪
市
内

の
公
立
学
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
全
国
学
力
テ
ス
ト
の

「
平
均
点
」
を
掲
載
さ
せ
、

「
運
営
に
関
す
る
計
画
」

に
、「
小
学
校
学
力
経
年
調

査（
中
学
生
チ
ャ
レ
ン
ジ
テ

ス
ト
）の
市（
府
）平
均
の
７

割
に
満
た
な
い
児
童
・
生
徒

を
前
年
度
よ
り
〇
ポ
イ
ン
ト

減
少
さ
せ
る
」
こ
と
の
記
入

を
押
し
付
け
て
い
ま
す
。
教

「
直
ぐ
や
め
る
べ
き
」
と
批

判
し
て
い
ま
す
。

　

教
育
を
テ
ー
マ
に
活
動
し

け
。
３
日
公
開
さ
れ
た
署
名

に
８
日
正
午
現
在
で
、
１
万

２
４
０
０
人
以
上
が
賛
同

し
、「
学
力
テ
ス
ト
で
課
題

が
見
え
て
き
た
な
ら
ば
、
む

し
ろ
、
そ
こ
に
予
算
と
人
を

増
や
す
べ
き
」「
教
育
へ
の
政

治
・
行
政
の
介
入
は
百
害
あ

っ
て
一
利
な
し
」
な
ど
の
声

が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

文
部
科
学
省
は
全
国
学
力

調
査
結
果
の
取
り
扱
い
を
実

施
要
領
で
、「
調
査
に
よ
り

測
定
で
き
る
の
は
学
力
の
特

定
の
一
部
分
で
あ
る
」
こ
と

な
ど
を
踏
ま
え
、「
序
列
化

や
過
度
な
競
争
が
生
じ
な
い

よ
う
に
す
る
」
と
述
べ
て
い

ま
す
が
、
維
新
大
阪
市
政

は
、
す
で
に
全
国
学
力
テ
ス

ト
結
果
を
学
校
別
に
公
表
し

て
い
ま
す
。

　

吉
村
洋
文
大
阪
市
長
は
、
２
日
の
記
者
会
見
で
、
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査（
学
力
テ
ス
ト
）の
結
果
で
同
市

が
２
年
連
続
で
最
下
位
だ
っ
た
こ
と
を
受
け
、
テ
ス
ト
の
成
績
を
教
員
の
人
事
評
価
に
反
映
さ
せ
る
制
度
を
検
討

し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
学
校
関
係
者
や
市
民
ら
か
ら
「
子
ど
も
や
先
生
を
追
い

詰
め
る
も
の
」「
行
政
の
教
育
へ
の
介
入
」
な
ど
、
強
い
批
判
の
声
が
上
が
っ
て
い
ま
す（
９
面
に
関
連
記
事
）。

学
テ
結
果
を
手
当･

予
算
に
反
映

吉
村
大
阪
市
長
が
検
討
表
明

「
異
常
な
介
入
」「
教
育
を
冒
涜
」

学
テ
の
究
極
の
悪
用

大
阪
市
学
校
園
教
職
員
組
合
委
員
長 

宮
城
登
さ
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